
タングラムのようなパズルは、設計や建築などの分野で役立
つスキルの基礎となります。例えば、建物や製品のデザインは、
形の組み合わせやパターンの理解が重要です。また、ピース
を動かして新しい形を作るスキルは、ロボット工学の構造設
計や 3Dモデリングにも応用されます。実際の職業の中で、さ
まざまなピースを組み合わせて一つのシステムを作り上げる
作業は多く、これらの基礎的な概念は幼い頃からの創造的な
パズル活動で養われると考えられています。

このアクティビティでは、タングラムのようなピースを使って
さまざまな形を作ることで、図形の認知能力や空間的な認知能
力を高められます。ピースは異なる形をしているため、どのよ
うに組み合わせると新しい形ができるかを試行錯誤しながら学
びます。
例えば、正方形のピースを別の形に変えることで、子どもたち
はパーツが全体の中でどのように組みかえられるかを発見しま
す。また、ピースを異なる位置に置くと見え方が変わることか
ら、多面的に物を見る力も養われます。パズルは集中力を高め、
形や構造のパターンを識別する練習にもなり、問題解決能力を
高めることにもつながります。

?

魔法のかたち

小さなピースを魔法のようにいくつか組み合わせて大き
な作品をつくります。あらかじめ決められた形に仕上
げるためには、慎重にピースを選び、適切な場所に配
置しなくてはなりません。
試行錯誤しながら、苦労してつくりあげた時には、達
成感を感じることでしょう。
また、自由に形を作る場合は、ピースが限られている
ので、思い通りの形に近づけるために、様々な工夫を
することになります。
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